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論文題目 
E s t a b l i s h m e n t of quality assurance and quality control measures for Boron Neutron 









第１章は緒論であり、がんの放射線治療における BNCT の位置づけ、BNCT の原理
および歴史的背景、原子炉および加速器ベース BNCT の現状、マイクロドジメトリお






で使用する 2 種類の検出器、組織等価比例計数管 (TEPC)および Silicon-on-insulator (SOI) 
microdosimeter の詳細とともに、第５章で使用する検出器、3D mushroom microdosimeter
の根幹技術である三次元検出技術について記述している。  
 
第３章では、「TEPC を用いた BNCT マイクロドジメトリ線質評価手法に関する検討」
について報告している。TEPC は、生体組織に等価な壁材およびガスを用いた比例計数
管であり、粒子線治療におけるマイクロドシメトリに用いられている。  
本章では、TEPC の BNCT への適用可能性について、京都大学複合原子力科学研究所
(KURNS)の原子炉ベース照射場および青森県量子科学センター (QSC)の加速器ベース照
射場という線質の異なる 2 つの BNCT 研究用照射場において行った実験的評価およびそ
の結果について記述している。ミクロなエネルギー付与の観点から照射場間の違いを明
確にできることを示している。また、解析シミュレーションとの組み合わせにより、生
物学的効果比 (RBE)の評価にも有効であることを明らかにしている。  
 
第４章では、「SOI microdosimeter を用いた BNCT マイクロドジメトリ線質評価手法




において重要な B-10(n,α )li-7 反応に関する線質評価も期待できる。  
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の 10μm から、2μm 程度に薄くする方が有効であること等を明らかにしている。  
 
第５章では、「 3D mushroom microdosimeter を用いた BNCT マイクロドジメトリ線質
評価手法に関する検討」について報告している。 3D mushroom microdosimeter は、上記
の第４章で使用した SOI microdosimeter の直方体型の増感領域を円柱型に改良したもの
であり、形状的により正確な 3D でのマイクロドシメトリが期待できる。  







踏まえて、BNCT における QA/QC へのマイクロドジメトリに関して、以下の 3 点を強
調している。  
 
(1) TEPC により吸収線量、線質係数、RBE 等の定量評価が可能である。  
(2) TEPC による中性子照射場の線質評価は可能であるが、長時間の測定を要すること
から日常的 QA には向かない。  








































BNCT で重要となる B-10(n,α )Li-7 反応に関する線量評価はできない。本論文では、
豪州 University of Wollongong (UOW)のグループが開発している特殊なマイクロド





2μm 程度のものが有効であることを示した。  
 
 ３．3D mushroom microdosimeter は、上述の SOI microdosimeter を改良したものであ
り、三次元的なマイクロドジメトリが期待できるものである。本論文では、シミ
ュレーション計算を主体にした検討により、3D mushroom microdosimeter が BNCT
におけるマイクロドジメトリ線質評価に有効であることを明らかにした。 3D 
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